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ヴィトマン Widmann

弦楽六重奏曲《1分間に180拍》♥♠♣
“180 beats per minute” für Streichsextett （1993）

クラリネット独奏のための《3つの影の踊り》 
Drei Schattentänze für Klarinette Solo （2013）

ヴァイオリン独奏のためのエチュード第2番／第3番♦
Études Nr.2（2001） & Nr.3（2002）für Violine Solo

弦楽四重奏曲第3番 《狩》 ♥
Streichquartett Nr.3 “Jagdquartett” （2003）

ウェーバー Weber

クラリネット五重奏曲
変ロ長調 Op.34 ♥
Klarinettenquintett B-Dur Op.34 Jörg

今をときめく作曲家にして名クラリネット奏者のマルチな全貌が明かされる！

日本の俊英たちとともに挑む、異才の“個展”！
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Ⅰ

弦楽四重奏曲第3番《狩》（2020年12月21日公演より）

トが思うように開催できない中、心の隙間を埋めるかのようにヴィ
トマンの難曲に挑み、ヴィトマンからもオンラインで指導を仰いだ
カルテット・アマービレにその大役を頼むことにした。
　プログラム前半は、作曲家ヴィトマンをじっくり味わうステー
ジ。弦楽六重奏曲には、アマービレのほかに、スイス留学から帰
国したヴィオラの鈴木慧悟、チェロの上村文乃が参加、パワフル
でフレッシュな若手メンバーが集う。難曲ヴァイオリン独奏のため
のエチュードは、トッパンホールでヴァイオリンの難曲と言えばこ
の人、周防亮介が出演、完璧な技巧に溺れることなく、高い純度
と香り高い音楽性を作品から引き出してくれるにちがいない。ユー
モラスなクラリネット・ソロ《3つの影の踊り》は、ヴィトマンの自
作自演で！ ドイツ音楽の中に連綿と流れる「狩」のテーマを現代
に置き換え、視覚的にも楽しめるエンタテインメント性豊かな弦
楽四重奏のための《狩》は、20年にアマービレが挑み作品の魅
力に魅了されたと語る曲。2年の時を経て、作曲家の眼前で、さら
なる飛躍を遂げた演奏を聴かせること請け合いだ。
　後半は、ヴィトマンが「もっと評価されるべき作曲家だ」と語る
ウェーバーのクラリネット五重奏曲。ドイツの森の馥郁たる香り漂
うこの作品で、日本の俊英クァルテットにどんな魔法をかけるの
か、いまからとても楽しみだ。

　現代ヨーロッパを代表する作曲家にして、名クラリネット奏者、
加えて指揮者としての顔も持ち、ヨーロッパ音楽シーンを縦横無
尽に駆け抜けるイェルク・ヴィトマン。世界のトップオーケストラや
オペラハウス、アーティスト達から委嘱や共演のオファーが絶えな
い売れっ子アーティストだ。トッパンホールには、2015年ハーゲ
ン・クァルテットとモーツァルト、ブラームス2つの五重奏曲を共
演し忘れ難い印象を残した。そして18年には圧巻の無伴奏リサイ
タルを敢行、自作をはじめ、ベリオ、リームなど近現代のクラリ
ネット作品を鮮やかに吹き分け、稀代の作曲家は、スーパー・ク
ラリネット奏者でもあることを見事に証明した。
　3度目の登場となる今回、ヴィトマンは、「優れた日本の弦楽四
重奏団」との共演を熱望した。2020年12月、コロナ禍でコンサー

Jörg Widmann イェルク・ヴィトマン

“個展”！
今をときめく作曲家にして名クラリネット奏者のマルチな全貌が明かされる！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本の俊英たちとともに挑む、異才の


